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【発表のポイント】

〇記憶の中枢である「海馬」と記憶の最終保存場所である「大脳新皮質」を繋ぐ、

「嗅内皮質*1」の神経ネットワークの配線を調べました。

〇外側嗅内皮質が海馬から大脳新皮質への情報伝達に重要であることが明らかに

なりました。

〇私たちがどのようにして日々の出来事を記憶しているのか、そのメカニズム解明に

役立つことが期待されます。

【概要】

私たちは日々経験した出来事を思い出として記憶しています。この長期記憶の形成

には、記憶の中枢である「海馬」と記憶の最終保存場所である「大脳新皮質」から成る

神経ネットワークが重要です。海馬から大脳新皮質への情報伝達のハブとして働いて

いるのが「嗅内皮質」の Vb 層細胞ですが、その詳細な回路構成はわかっていません

でした。

東北大学大学院生命科学研究科の大原慎也助教は、ノルウエー科学技術大学の

Menno Witter 教授らと共に、遺伝子改変マウスを用いて嗅内皮質 Vb 層細胞の配

線を調べました。その結果、Vb 層細胞の形成する神経回路が嗅内皮質の内側と外

側で大きく異なることを発見し、外側嗅内皮質が長期記憶の形成に重要な役割を果た

している可能性が判明しました。明らかにした神経ネットワーク配線を基に、外側嗅内

皮質を中心とする記憶メカニズムの解明が進むことが期待されます。

本研究結果は、3 月 26 日の eLife 誌（電子版）に掲載されました。 

海馬と大脳新皮質を繋ぐ記憶ネットワークの解明 
～外側嗅内皮質が長期記憶の形成に重要であることを示唆～ 



 

 

【詳細な説明】 
電子機器の動作原理の理解に電子回路の配線情報が求められるように、多様な脳

機能のメカニズム解明には神経回路の配線情報を知ることが必要不可欠です。今回、

東北大学大学院生命科学研究科の大原慎也助教は、ノルウエー科学技術大学の

Menno Witter 教授らと共に、記憶に深く関わる「嗅内皮質*1」に着目し、長期記憶の

形成メカニズム解明に繋がる神経ネットワーク配線を明らかにしました。 
嗅内皮質は、記憶の中枢領域である「海馬」と記憶の最終保存場所である「大脳新

皮質」を繋ぐ脳領域であり、海馬から大脳新皮質への情報伝達を中継します。この嗅

内皮質を介する海馬から大脳新皮質への伝達回路は、海馬で一時的に保持された

情報を大脳新皮質に長期的に保存する上で重要であること、つまり長期記憶の形成

に関わると考えられています。この長期記憶の形成を担う神経回路を明らかにするた

め、私たちは嗅内皮質の Vb 層に分布する神経細胞に着目しました。Vb 層細胞は海

馬からの入力を主に受け取る神経細胞であり、海馬の情報を他の脳領域へと伝えるハ

ブとして働いています。遺伝子改変マウスを用いて Vb 層細胞の配線を調べた結果、

その配線が嗅内皮質を構成する外側嗅内皮質と内側嗅内皮質で大きく異なることが

わかりました。興味深いことに、Vb 層細胞から Va 層細胞への神経信号の伝達効率

が外側嗅内皮質では高いのに対し、内側嗅内皮質では低いことが明らかになりました

(図 1 )。Va 層は大脳新皮質に情報を送る嗅内皮質の主要な出力層であることから、

この結果は海馬から大脳皮質への情報を伝える回路が、内側嗅内皮質より外側嗅内

皮質において発達していることを示しています。 
本研究は、外側嗅内皮質と内側嗅内皮質における局所回路構造の違いを明確に

示した初めて報告であり、長期記憶の形成において内側嗅内皮質より外側嗅内皮質

が主要な役割を担う可能性を示唆しています。2014 年のノーベル医学生理学賞の受

賞対象にもなったグリッド細胞の発見以来、嗅内皮質の研究は内側嗅内皮質を中心

に進められてきました。本研究成果を基に、外側嗅内皮質を中心とした記憶メカニズ

ムの解明が進むことが期待されます。 
本研究結果は、3 月 26 日の eLife 誌（電子版）に掲載されました。本研究は、文部

科学省科学研究費補助金 JSPS KAKENHI（#19K06917）の支援を受けて行われ

ました。 
 
【用語説明】 
*1 嗅内皮質：海馬と共に記憶に深く関わる脳領域であり、双子のように類似した構造

を持つ 2 つの領域、内側嗅内皮質と外側嗅内皮質から構成されます。内側嗅内皮質

は空間情報を処理する一方、外側嗅内皮質の細胞は匂いや物体の情報処理に関わ

ります。内側嗅内皮質と外側嗅内皮質のどちらも、神経細胞が規則正しく整列した層

構造から形成されており、層ごとに異なる配線を持ち、異なる情報処理を行なっていま

す。 
 
 



【図】 

図 1 外側嗅内皮質(LEC)と内側嗅内皮質(MEC)において、Vb 層細胞の局所回路

構造を調べた。Vb 層細胞を光刺激した際、外側嗅内皮質の Va 層細胞（細胞 1）は応

答したのに対し、内側嗅内皮質の Va 層細胞（細胞 4）は応答しなかった。このことから、

Vb 層細胞から Va 層細胞への情報伝達効率は内側嗅内皮質より外側嗅内皮質で高

いことが示された。 
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